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競技規定改訂及び主な連絡事項について 

 
平成１５年１月２０日に開催のマイクロマウス実行委員会において、ロボトレース競技

規定の改訂及び主な連絡事項について下記の通り定めましたのでお知らせいたします。 
また、新競技規定集を添付しますのでご参照下さい。 
 

記 
 
Ⅰ．ロボトレース競技規定改訂要旨 
・コースの情報をあらかじめ取得できる可能性があると考えられるため、スタート･ゴー

ルエリア以外での、走行による調整を禁止いたします。これにより、競技規定３－５

の条文から、「原則として」の文字を削除します。 
【競技規定 旧３－５→新３－５】 

・スタート･ゴールエリア内において、走行が開始されたか否かを明確にするため、注意

に、「スタートの操作の後、スタートラインに達せず、停止した場合もしくはコースア

ウトした場合は、１回の走行とみなす。」という文章を、(2)として追加します。 
            【注意 (2)追加】 

 
※ロボトレース競技規定新旧対照表 

旧 新 
3-５ 走行は原則として毎回コース上に定められ

たスタート･ゴールエリア内より指定され

た方向に対して開始するものとする。 

3-５ 走行は毎回コース上に定められたスター

ト･ゴールエリア内より指定された方向に

対して開始するものとする。 

 

 

 

   

注意 (2) （新たに追加） 

 スタートの操作の後、スタートラインに達せ

ず、停止した場合もしくはコースアウトした場

合は、１回の走行とみなす。 
（従来の注意(2)以降は、(3)以降に変更する）

 
 
Ⅱ．主な連絡事項 
１．マイクロマウス競技における注意 
・迷路の情報をあらかじめ取得できる可能性があると考えられるため、昨年はマイクロ

マウス競技エキスパートクラスの決勝においては、競技規定の運用を厳密にし、迷路

の始点の区画以外にマイクロマウスを置いて調整等をすることを禁止しましたが、エ

キスパートクラス予選、フレッシュマンクラスにおいても、同様に運用することにし

ます。 

 
２．マイクロマウス２００３（第２４回全日本マイクロマウス大会）におけるマイクロマ

ウス競技エキスパートクラスのシードマウスについて 
・従来マイクロマウス競技エキスパートクラス決勝へのシードマウスは、各地区大会１

台でしたが、マイクロマウスの出走台数が３０台を超える地区大会においては、シー

ドマウスをもう一台追加して、２台とすることにいたします。 
 

以  上 


